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予 算予 算

条例制定・改正条例制定・改正などなど

令和２年度一般会計予算令和２年度一般会計予算 60,199,10060,199,100千円千円

　３月定例会は、３月２日から３月 24 日まで開催され、条例
議案　20 件、予算議案　21 件、発議案　２件、その他　４件
を審議しました。主な議案は次のとおりです。

（主なものを抜粋して掲載）

（主なものを抜粋
して掲載）

3月定例会

YATSUSHIROSHI

GIKAI

◆ 八代市成年後見制度利用促進審議会条例の制定について
　成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づき、制度の利用促進に関する事項を調査審議する審議
会を設置するに当たり、所要の条例を制定するもの。（令和２年４月１日施行）
　※委員：15人以内（法律、医療・福祉、成年後見制度に関する識見者等に委嘱）

◆ 八代市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
　 条例の一部改正について

　放課後児童健全育成事業所に置く放課後児童支援員の資格要件に係る経過措置の期限を、これまでの
平成32年３月31日（令和２年３月31日）から３年間延長するもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年４月１日施行）
　※資格要件：県等が行う研修を修了した者であること
　※経過措置：当該研修の修了を予定している者を資格要件に含ませる

◆ 八代市こいこい広場条例の制
　 定について
　中心市街地に、にぎわいや人々の交流の場を
創出するため、八代市こいこい広場を設置する
に当たり、施設の設置及び管理に関し必要な条
例を制定するもの。（令和２年４月１日施行）
　※附則において、八代市暴力団排除条例に当

該公の施設を追加する改正を行う。

◆ 	定住促進対策事業
　移住相談会への旅費　　　　　：　140千円
　やつしろ・まち・ひと・しごと
　　　　　対策推進会議委員経費：　177千円
　【新規】「地域おこし協力隊」導入経費
　　　　　　　　　　　　　　　：2,514千円

【くまもと版地方創生移住支援事業補助金活用事業】
　移住支度金　　　　　　　　　：2,000千円
　※１世帯あたり支給額1,000千円×2世帯

【ふるさと八代元気づくり応援基金活用事業】
　やつしろ学生ラボ企画運営事業委託
　　　　　　　　　　　　　　　：1,600千円

◆ 	遥拝八の字広場条例の制定について
　球磨川遥拝堰下流左岸の河川空間を活用し、にぎわい
創出の場の提供等を行い、地域の活性化と交流の促進を
図るため、遥拝八の字広場を設置するに当たり、施設の
設置及び管理に関し必要な条例を制定するもの。（令和
２年４月１日施行）
　※附則において、八代市暴力団排除条例に当該公の

施設を追加する改正を行う。

◆ 	い業振興対策事業
・い業機械再生支援事業　：21,000千円

いぐさ・畳表専用機械の修理・延命化
に要する費用を助成するもの。

　　　補助率：1/2（上限100千円）
　　　事業費：100千円×210戸

・畳表張替え促進事業　　  ：5,000千円

・熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議会負   
担金　　　　　　　　　  ：1,401千円

可決可決

可決可決
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◆ 	こども医療費助成事業
　子どもの保護者の経済的負担を軽減し、子ど
もの健康保持と健全な育成を図るための０歳か
ら高校3年生相当までの子どもに対する医療費
助成。
※令和元年10月診療分から対象年齢を高校３年
　生相当の年齢まで拡大
　　こども医療費助成　：490,600千円
　　審査支払手数料　　：　17,363千円

◆ 	産後ケア事業
　【産後ケア】
　　宿泊型産後ケア　：802千円
　　　（補助対象）非課税世帯　　25,000円×１組×６泊×1.10＝165千円
　　　　　　　　　多胎児世帯　　　9,500円×１人×６泊×1.10＝　63千円
　　　（補助対象外）課税世帯　　※自己負担額　1泊5,000円（税抜）
　　　　　　　　　（23,000円−5,000円）×１組×６泊×1.10＝119千円
　　　　　　　　　非課税世帯　　23,000円×３組×６泊×1.10＝455千円
　　訪問型産後ケア　：897千円
　　　（補助対象）　　課税世帯　　※自己負担額　１回1,600円（税抜）
　　　　　　　　　　（8,000円−1,600円）×５組×６回×1.10＝211千円
　　　　　　　　　非課税世帯　　8,000千円×13組×６回×1.10＝686千円
　【産婦検診】
　　　　委託分　　上限5,000円×752件×1.10＝4,136千円
　　　　償還払分　上限5,000円×　89件×1.10＝　490千円

◆ 	農業次世代人材投資事業
　青年（50歳未満）就農者の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、経営の不安
定な就農初期段階（5年以内）の所得を確保するため、交付金の交付を行うもの。
　交付額：最大1,500千円/年（夫婦特例加算　最大750千円/年）
　　　　　※夫婦ともに就農する場合、夫婦合わせて1.5人分を交付
　・農業次世代人材投資資金（経営開始型）　：98,625千円
　　　　　交付予定対象者70人（うち夫婦特例加算22人）
　・農業次世代人材投資資金（発展支援金）　：　3,000千円
　　　　　中間評価A評価者が、自立して本資金の交付を終え、更なる経営拡大に取り組むことを希望した　
　　　　　場合に交付するもの。　交付予定対象者２人

※中間評価A評価者：就農後２年目に実施される中間評価において、就農状況に問題なく就農定
着が見込め、地域の担い手として期待される者

◆ 	未来創造塾運営事業
　【まちづくり交流基金活用事業】
　　指導者及び塾講師（謝礼・旅費）　：2,133千円
　　指導者及び塾講師との協議旅費　：　208千円
　　消耗品費　　　　　　　　　　　：　　35千円
　　　

　地元企業の後継者等を募り、未来創造塾を発足し、専門家や実践者などによる講義を開催するとともに、
塾生同士のディスカッションを通じて地域課題や自分の課題を深く掘り下げることで、塾生自らが具体的
なビジネスプランを実践していくもの。

◆ 	子育て世代包括支援センター事業
　妊産婦及び乳幼児の実情を把握し、妊婦・出産・育児
に関する各種相談に応じ、妊娠期から子育て期にわたる
まで切れ目のない支援を提供するもの。
　会計年度任用職員報酬等　：2,427千円（助産師等1人）
　研修会講師謝礼　　　　　：　　20千円
　研修会講師費用弁償　　　：　　5千円
　研修会会場使用料　　　　：　　36千円
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の
十
件
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、

・
議
案
第
二
十
号
・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
一
号
・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た 

予
算
案
七
件
、
条
例
案
五
件
及
び
事

件
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
二
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
三
号

・
議
案
第
五
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
六
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
七
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
八
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

・
議
案
第
十
二
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
三
号
・
八
代
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

及
び
八
代
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
四
号
・
八
代
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
一
号
・
八
代
市
荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

　

以
上
十
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
五
件
、
条
例
案
五
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
五
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
浄
化
槽
市
町
村
整

備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
七
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

・
議
案
第
二
十
八
号
・
八
代
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
九
号
・
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
号
・
八
代
市
営
住
宅
設
置
管
理
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
一
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
二
号
・
八
代
都
市
計
画
事
業
大
村
橋
周
辺

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
九
件
、
条
例
案
四
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
三
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
久
連
子
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
五
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
三
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
久
連
子
財
産
区

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
四
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
椎
原
財
産
区
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
五
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会
計

予
算

・
議
案
第
十
六
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算

・
議
案
第
三
十
八
号
・
八
代
市
こ
い
こ
い
広
場
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
九
号
・
遥
拝
八
の
字
広
場
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
四
十
号
・
八
代
市
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
か
も

と
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
福
祉
委
員
会

委
員
長
報
告

経
済
企
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会
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員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
五
号
・
八
代
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
六
号
・
八
代
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
七
号
・
八
代
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
議
案
第
四
十
二
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
二
号

・
議
案
第
四
十
三
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、

・
議
案
第
十
八
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正

予
算
・
第
十
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告

及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
十
九
号
・
八
代
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

以
上
、
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
三
十
五
号
・
八
代
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
六
号
・
八
代
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査

委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
七
号
・
八
代
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
十
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、

・
議
案
第
十
八
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正

予
算
・
第
十
号
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承

認
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た 

予
算
案
五
件
、
条
例
案
六
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
五
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
一
号
・
令
和
二
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
二
号
・
八
代
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手

続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
三
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
四
号
・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

総
務
委
員
会

第27回熊本県市議会議員研修会が
開催されました。

　令和 2 年 1 月 20 日（月）、熊本市の熊本城ホー
ルにおいて、熊本県市議会議員研修会が開催され、
本市議会の議員も多数参加しました。
　本研修は、議員の資質向上を図ることを目的に、
熊本県市議会議長会の主催により、県下 14 市議会
の議員を対象に行われました。

○演題「SDGs が目指す世界とは？
　　　　　　　地域、そして私たちができることは？」
○講師　東京大学教養学部客員准教授　松本　真由美 氏
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質

一

疑

般 質 問
　議案に対する質疑と市政の各般にわたる一般質問は、３月 10 日、５人が通告・
登壇し、幅広い活発な議論が展開されました。
　主な質問のあらましと答弁の要旨は、次のとおりです。（通告順）
　なお、今定例会では、新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮し、質疑・一
般質問の日程が１日間に短縮されました。

令和２年３月定例会　質疑 ･一般質問一覧（通告順）

堀　徹男　議員
（改革・市民の会）

１ 清掃センターの解体について

２ 市内小中学校等の一斉休校に伴う児童生徒への影響とその対
策について

３ 小学校休校の影響による放課後児童クラブ（学童保育）開所に
ついて

大倉 裕一　議員
（改革・市民の会）

１ 新型コロナウイルスへの対応について

２ 令和２年度当初予算における景気対策について

３ 農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律施行における
本市の認識と取り組みについて

橋本 徳一郎　議員
（日本共産党）

１ 本市における新型コロナウイルス対策について

村川 清則　議員
（自由民主党 礎）

１ 新型コロナウイルス流行に伴う対応について

２ 東京 2020 オリンピック・パラリンピックについて

前川 祥子　議員
（自由民主党 和）

１ 本市の災害時用備蓄資材整備について

２ 本市の交通事故防止対策について

３ 本市の産後ケア事業と子育て世代包括支援センターについて
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◆
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
つ
い
て

問　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
と
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
質
問
し
て
い
る
が
、

解
体
に
つ
い
て
の
近
隣
住
民
の
方
々
の
不
安
と
心

配
は
「
そ
れ
は
い
つ
な
の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
用
途
廃
止
と
な
っ
た
が
、

現
状
で
の
管
理
に
必
要
な
経
費
は
ど
ん
な
内
容
で

年
間
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
も

そ
も
解
体
の
計
画
は
住
民
の
要
望
が
あ
ろ
う
と
な

か
ろ
う
と
行
政
が
主
体
的
に
行
う
も
の
で
は
な
い

の
か
。
さ
ら
に
、
解
体
計
画
そ
の
も
の
を
校
区
住

民
の
要
望
と
し
て
行
う
も
の
な
の
か
見
解
を
伺
う
。

答
　
市
民
環
境
部
長

　

令
和
元
年
度
の
維
持
管
理
費
と
し
て
約
四
百
五
十

万
円
の
経
費
を
要
し
て
い
る
。
主
な
内
容
は
、
屋
根
漏

水
補
修
や
雑
草
対
策
な
ど
の
施
設
設
備
修
繕
、
近
隣
住

民
の
井
戸
水
分
析
調
査
、
光
熱
費
、
建
物
の
外
壁
劣
化

状
況
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
令
和
元
年
度
と

同
額
程
度
の
経
費
が
毎
年
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
解
体
計
画
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
主
体
的
に
行
う
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
八
代
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
の
整
備
方
針
に
お
い
て
、
施
設
の
解
体
を
進

め
て
い
く
と
同
時
に
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
跡
地
利
用
に

つ
い
て
の
地
元
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
二
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
景
気
対
策

　
に
つ
い
て

問　

本
年
一
月
三
日
、
県
内
の
景
気
見
通
し
に
対
す

る
県
内
企
業
の
意
識
調
査
の
結
果
が
新
聞
紙
上
に

掲
載
さ
れ
た
。
本
年
の
景
気
が
「
悪
く
な
る
、
や
や

悪
く
な
る
」
と
答
え
た
経
営
者
は
、
前
年
調
査
よ
り

十
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
え
三
十
五
・
五
％
と
報
じ
た
。

老
後
の
年
金
問
題
や
消
費
税
増
税
後
、
消
費
を
控
え

る
動
き
か
ら
、
本
市
の
景
気
も
決
し
て
よ
い
も
の
で

は
な
い
。
景
気
は
、
様
々
な
面
に
影
響
が
及
ぶ
た
め
、

景
気
対
策
は
肝
要
で
あ
る
。
当
初
予
算
に
お
け
る
景

気
対
策
を
伺
う
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
伴
う
景
気
対
策
を
伺
う
。

答
　
財
務
部
長
・
市
長

　
八
代
市
総
合
計
画
の
重
点
戦
略
に
関
連
す
る
景
気
対

策
と
し
て
、
八
代
産
畳
表
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
支
援

や
市
内
事
業
者
の
海
外
展
開
・
販
路
拡
大
へ
の
支
援
に

よ
る
農
林
水
産
業
の
所
得
向
上
や
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

内
に
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
を
整
備
し
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
な
ど
を
行
う
。
こ
の
ほ

か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数
を
拡
充
し
共
働
き
世
帯
の

家
計
所
得
向
上
の
支
援
や
、
東
陽
町
に
お
け
る
道
の
駅

認
定
に
向
け
た
整
備
な
ど
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
を
図
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
に
伴
う
景
気
対
策
は
、
国
・
県
の
動

向
も
注
視
し
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
遅
滞
な
く
進
め
て
い
く
。

◆
本
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

　
つ
い
て

問　

本
市
で
は
ま
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
月
の
ク
ル
ー
ズ

船
寄
港
も
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
が
、
市
民
は
感

染
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
熊
本
市
は
集

団
感
染
に
備
え
、
三
段
階
の
感
染
者
受
け
入
れ
を

計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
早
期
発
見
早
期
治
療
の

た
め
に
、
本
市
で
も
熊
本
市
と
同
様
に
、
国
民
健

康
保
険
資
格
証
明
書
発
行
世
帯
に
対
し
て
短
期
保

険
証
の
発
送
を
提
案
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
玄
関

口
で
あ
る
本
市
の
集
団
的
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
に
対
す
る
医
療
的
な
受
入
れ
体
制
に
つ
い
て
問

う
。

答
　
健
康
福
祉
部
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
わ
ら
ず
、
感
染
症

の
集
団
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
八
代
保
健
所

が
直
接
そ
の
対
応
に
当
た
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
注
意
喚
起
な
ど
の
市
民
の
皆
様

へ
の
周
知
啓
発
な
ど
を
保
健
所
と
連
携
し
て
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

答

答

答

問

問

問

堀　徹男

大倉　裕一

橋本 徳一郎
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◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
伴
う
対
応
に

　
つ
い
て

問　

中
国
・
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
、
現
在
世
界
各
国
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
マ
ス
ク
が
入
手
で
き

ず
困
っ
て
い
る
と
の
声
も
聞
く
。
マ
ス
ク
に
つ
い

て
は
「
う
つ
ら
な
い
」
効
果
は
少
な
い
が
、
万
一

保
菌
し
た
場
合
の
「
う
つ
さ
な
い
」
効
果
は
大
き

い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
は
、
災
害
時
な
ど
非

常
時
に
備
え
た
マ
ス
ク
を
含
む
備
蓄
品
が
あ
る
と

思
う
が
「
う
つ
さ
な
い
」
対
策
に
活
用
で
き
な
い

か
伺
う
。
ま
た
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
長
で
あ
る
市
長
の
想
い
・
決
意
を

伺
う
。

答
　
市
長

　

備
蓄
品
の
マ
ス
ク
は
、
市
役
所
で
の
感
染
を
心
配

す
る
声
も
複
数
あ
り
、
市
民
の
皆
様
へ
の
二
次
感
染

を
防
ぐ
観
点
か
ら
職
員
に
配
布
し
、
指
定
感
染
症
医

療
機
関
等
や
、
本
市
か
ら
の
要
請
に
対
し
、
迅
速
な

受
入
れ
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
に
支
援
を
行
っ
た
。

　

感
染
防
止
を
最
優
先
に
小
中
学
校
の
休
業
や
市
主

催
行
事
の
延
期
等
を
決
断
し
た
。
多
大
な
影
響
が
生

じ
、
大
変
心
苦
し
い
が
、
雇
用
主
の
皆
様
等
に
は
、

子
育
て
中
の
方
々
へ
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
。
経
済

で
も
影
響
が
出
て
い
る
が
、
今
が
感
染
防
止
の
正
念

場
で
あ
り
、
国
県
と
連
携
し
て
感
染
防
止
に
全
力
で

取
り
組
む
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
す
る
。

◆
本
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
と
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
問　

昨
年
の
十
月
よ
り
本
市
で
産
後
ケ
ア
事
業
が

開
始
さ
れ
、
今
年
の
四
月
に
は
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。
産
後
ケ
ア
の
事

業
概
要
と
利
用
方
法
及
び
利
用
状
況
を
伺
う
。
ま

た
、
里
帰
り
出
産
の
方
へ
の
対
応
と
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
及
び
事
業
内
容
、

設
置
に
向
け
た
取
組
を
伺
う
。
ど
の
事
業
も
母
親

や
助
産
師
、
子
育
て
支
援
団
体
へ
の
周
知
が
不
十

分
で
、
連
携
も
緊
密
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
産
後
の
母
子
が
事
業
を
利
用
し
づ
ら
い
と
考

え
る
。
今
後
の
本
市
の
対
応
を
問
う
。

答
　
健
康
福
祉
部
長

　
本
事
業
は
、
心
身
の
不
調
に
加
え
、
育
児
不
安
が
強

い
産
後
四
か
月
未
満
の
産
婦
・
乳
児
を
対
象
に
、
心
身

の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
宿
泊
型
と
訪
問
型
が
あ
り
、
本
人
の
状
況
を
判
断

し
な
が
ら
利
用
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
に
宿
泊
型
に
つ
い

て
利
用
が
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
住
所
を
有
す
る
方
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ

か
の
方
に
つ
い
て
は
、
家
庭
訪
問
等
に
よ
り
育
児
不
安

の
解
消
に
対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
令
和
二
年
度
の
設
置
に
向
け
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
の
構
築
を
目
的
に
、
さ
ら
に
周
知
活
動
も
行
い
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
㈫
に
本
市
で
「
九

州
市
議
会
議
長
会
第
四
回
理
事
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
九
州
各
県
か
ら
当
会
の
理
事
に

あ
た
る
市
議
会
議
長
（
三
十
五
市
）
が
参
加
し
、

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の
部
会
議
案
や

九
州
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の
県
支
部
議
案

に
つ
い
て
提
出
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
本

議
案
に
つ
い
て
は
、
九
州
・
全
国
の
市
議
会
議

長
会
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
理
事
会
後
に
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
「
エ

コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
」
の
施
設
見
学
や
八
代
外

港
地
区
に
お
い
て
、
四

月
か
ら
供
用
開
始
予
定

の
「
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト

八
代
」
の
視
察
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

答

答

問

問

村川　清則

前川　祥子

九
州
市
議
会
議
長
会
第
四
回
理
事
会
開
催



 市議会だより第59号（令和２年３月定例会）9

議案番号 議　　　　　案　　　　　名

発議案第１号 新型コロナウイルスによる感染症対策等を求める意見
書案

議案第   1 号 令和元年度八代市一般会計補正予算・第１１号

議案第   2 号 令和元年度八代市国民健康保険特別会計補正予算・第
３号

議案第   3 号 令和元年度八代市簡易水道事業特別会計補正予算・第
２号

議案第   4 号 令和元年度八代市久連子財産区特別会計補正予算・第
１号

議案第   5 号 令和２年度八代市一般会計予算

議案第   6 号 令和２年度八代市国民健康保険特別会計予算

議案第   7 号 令和２年度八代市後期高齢者医療特別会計予算

議案第   8 号 令和２年度八代市介護保険特別会計予算

議案第   9 号 令和２年度八代市農業集落排水処理施設事業特別会計
予算

議案第 10 号 令和２年度八代市浄化槽市町村整備推進事業特別会計
予算

議案第 11 号 令和２年度八代市ケーブルテレビ事業特別会計予算

議案第 12 号 令和２年度八代市診療所特別会計予算

議案第 13 号 令和２年度八代市久連子財産区特別会計予算

議案第 14 号 令和２年度八代市椎原財産区特別会計予算

議案第 15 号 令和２年度八代市水道事業会計予算

議案第 16 号 令和２年度八代市簡易水道事業会計予算

議案第 17 号 令和２年度八代市下水道事業会計予算

議案第 18 号 専決処分の報告及びその承認について
（令和元年度八代市一般会計補正予算・第１０号）

議案第 19 号 八代市過疎地域自立促進計画の変更について

議案第 20 号 市道路線の廃止について

議案第 21 号 市道路線の認定について

議案第 22 号 八代市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例
等の一部改正について

議案第 23 号 八代市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて

議案番号 議　　　　　案　　　　　名

議案第 24 号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例及び地方公務員法及び地方自治法の一部を改
正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条
例の一部改正について

議案第 25 号 八代市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正について

議案第 26 号 八代市固定資産評価審査委員会条例の一部改正につい
て

議案第 27 号 八代市印鑑条例の一部改正について

議案第 28 号 八代市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部
改正について

議案第 29 号 八代市環境センター条例の一部改正について

議案第 30 号 八代市営住宅設置管理条例等の一部改正について

議案第 31 号 八代市手数料条例の一部改正について

議案第 32 号 八代都市計画事業大村橋周辺土地区画整理事業施行条
例の廃止について

議案第 33 号 八代市報酬及び費用弁償条例及び八代市災害弔慰金の
支給等に関する条例の一部改正について

議案第 34 号 八代市成年後見制度利用促進審議会条例の制定につい
て

議案第 35 号 八代市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

議案第 36 号 八代市予防接種健康被害調査委員会条例の制定につい
て

議案第 37 号 八代市社会教育センター条例の一部改正について

議案第 38 号 八代市こいこい広場条例の制定について

議案第 39 号 遙拝八の字広場条例の制定について

議案第 40 号 八代市広域交流センターさかもと館条例の一部改正に
ついて

議案第 41 号 八代市荒瀬ダムボートハウス条例の廃止について

議案第 42 号 令和元年度八代市一般会計補正予算・第１２号

議案第 43 号 令和２年度八代市一般会計補正予算・第１号

議案第 44 号 令和元年度八代市一般会計補正予算・第１３号

議案第 45 号 令和２年度八代市一般会計補正予算・第２号

発議案第3 号 八代市議会委員会条例の一部を改正する条例案

令和２年３月定例会採決結果
〔全会一致で可決した議案〕

意
見
書　３月定例会開会日（３月２日）において、上記の意見書案が提出され、

原案のとおり可決し、関係行政庁へ送付しました。

◆ 新型コロナウイルスによる感染症対策等を求める意見書
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◆日程：令和２年１月 21日～23 日

◆日程：令和２年１月 22 日～24 日

経済企業委員会 管外視察の報告経済企業委員会 管外視察の報告

建設環境委員会 管外視察の報告建設環境委員会 管外視察の報告

　　（参加委員）　村川　清則（委員長）　　谷川　　登（副委員長）　
　　　　　　　　上村　哲三　　鈴木田　幸一　　田方　芳信　　野﨑　伸也　　山本　幸廣

　　（参加委員）　増田　一喜（委員長）　　北園　武広（副委員長）　
　　　　　　　　大倉　裕一　　髙山　正夫　　橋本　隆一　　福嶋　安徳

　経済企業委員会は、経済文化交流部の所管に属する事項、農林水産部の所管に属する事項、農業委員会の所管に属する
事項、水道局の所管に属する事項の調査に取り組んでおります。そのような中、この度、下記事項について視察を実施しました。

　建設環境委員会は、財務部のうち契約検査課の所管に属する事項、市民環境部のうち環境課、循環社会推進課及び環
境センター管理課の所管に属する事項、建設部のうち建設政策課、土木課、住宅課、営繕課、建築指導課、都市整備課、
下水道総務課、下水道建設課及び用地課の所管に属する事項の調査に取り組んでおります。そのような中、この度、下
記事項について視察を実施しました。

【視察内容と目的】
●コウノトリ育むお米と豊岡スマート農業プロジェクトについて（兵庫県豊岡市）

　絶滅したコウノトリを復活させるため、採餌場所である水田に餌となる生き物を増やそうと、生産者・ＪＡ・行政
が協働して取り組んでいる「無農薬・減農薬（コウノトリ育む）農法」と併せ、水田の水を遠隔管理する「水田センサー」
について視察した。

●観光革命の推進について（京都府宮津市）
　日本三景「天橋立」を中心に発展してきた観光業が衰退しつつある状況からの脱却に向け、まち・ひと・仕事など
地方創生をミックスした様々な取組「観光革命」について視察した。

●姫路市農林水産振興ビジョンについて（兵庫県姫路市）
　市町村合併により山から海までと広大な市域の中で、都市圏でありながらも従来型の農林水産業に加え、新規就農
者（特に若者）を増やす取組などを視察した。

【視察内容と目的】
●長浜市景観まちづくり計画について（滋賀県長浜市）

　平成 20 年 3 月に景観まちづくり計画と長浜市景観条例を施行され、歴史的町並みの再生による来訪者増加をテー
マに、整備の着手以降の空き店舗数の減少、街への来訪者 15 年間で 17 倍に増加を実現している。本市の八代市景観
計画に活用することを目的に視察。

●上・下水道の事業統合について（大阪府豊中市）
　スリムな組織・効率的な経営の実現サービス向上、水循環を基軸とした環境対策、危機管理体制の構築などの仕組
みを構築されている。本市の下水道総合戦略の持続可能な事業に活かすことを目的に視察。

● PFI による市営住宅の建て替えに関することについて（兵庫県西宮市）
　民間資金を活用した市営住宅の建て替え事業を、2008 年以降に 5 つの事業を実施しており、公民連携の最前線の
先進事例とされている。本市の時期長寿命化計画に反映させる目的で視察。

兵庫県豊岡市兵庫県豊岡市

滋賀県長浜市滋賀県長浜市

京都府宮津市京都府宮津市

大阪府豊中市大阪府豊中市

兵庫県姫路市兵庫県姫路市

兵庫県西宮市兵庫県西宮市
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◆日程：令和２年２月４日～６日

◆日程：令和２年２月４日～６日

文教福祉委員会 管外視察の報告文教福祉委員会 管外視察の報告

総 務 委 員 会 管外視察の報告総 務 委 員 会 管外視察の報告

　　（参加委員）　西濵　和博（委員長）　　村山　俊臣（副委員長）　
　　　　　　　　亀田　英雄　　　　前川　祥子　　　　　百田　 隆

　　（参加委員）　橋本　幸一（委員長）　　金子　昌平（副委員長）　
　　　　　　　　太田　広則　　中村　和美　　成松　由紀夫　　堀　徹男

　文教福祉委員会は、健康福祉部の所管に属する事項、教育委員会の所管に属する事項の調査に取り組んでおります。
そのような中、この度、下記事項について視察を実施しました。

　総務委員会は、市長公室の所管に属する事項、総務企画部の所管に属する事項、財務部のうち財政課、資産経営課、
市民税課、資産税課及び納税課の所管に属する事項、市民環境部のうち市民活動政策課、市民課及び人権政策課の所管
に属する事項、建設部のうち新庁舎建設課の所管に属する事項、会計課の所管に属する事項、選挙管理委員会、監査委
員及び公平委員会の所管に属する事項の調査に取り組んでおります。そのような中、この度、下記事項について視察を
実施しました。

【視察内容と目的】
●夜間中学について（埼玉県川口市）

　川口市立芝西陽春分校は、年齢や国籍に関わらず、中学校の卒業資格を取得したい、もう一度学びなおしをしたい、
という方に応えるために、県内で初めて公立の夜間中学校を設置された川口市を視察。

●こども支援センターげんきの取り組みについて（東京都足立区）
　こども支援センターげんきは、特別支援教育（支援管理課）と教育相談 ( 教育相談課 ) と子ども家庭支援（こども
家庭課）の３課に渡る事業を１か所で行っている足立区を視察。

●ＩＣＴ教育について（東京都渋谷区）
　渋谷区ＩＣＴ教育システム「渋谷区モデル」は、活用したタブレットを児童生徒一人一台配付して、学校に限らず「い
つでも、どこでも」学べる学習環境を用意し、子供たちが２１世紀型能力を身に着けられる各種の学びを提供してい
る渋谷区を視察。

【視察内容と目的】
●防災まちづくりの取り組みについて（東京都国分寺市）

　地域における防災の中心的役割を担うリーダーの育成及び防災まちづくりに関する市民学習の場として、他市に先
駆けて昭和５３年から「市民防災まちづくり学校」を実施している国分寺市を視察。

●議会ＩＣＴ化の取り組みについて（千葉県船橋市）
　平成 30 年から「会議システム・議会通信システム」の２つのシステムを導入し、タブレット端末を全議員及び執
行部に配付して議会ＩＣＴ化に取り組んでいる船橋市を視察。

●公共施設再生計画推進事業について（千葉県習志野市）
　平成２４年には公共施設再生基本方針を策定し、平成 26 年には公共施設再生計画を策定するなど早くからファシ
リティマネジメントに取り組まれている習志野市を視察。

埼玉県川口市埼玉県川口市

東京都国分寺市東京都国分寺市

東京都足立区東京都足立区

千葉県船橋市千葉県船橋市

東京都渋谷区東京都渋谷区

千葉県習志野市千葉県習志野市
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◎視察期間　令和２年１月６日～１０日　　　◎視察先　　北海市（中国）
◎派遣議員　橋本 幸一、中村 和美、福嶋 安徳、前川 祥子、西濵 和博、谷川　登
視察目的
　• 北海市人民代表大会（市議会）への表敬訪問と意見交換による友好協定の関係強化
　• 議会制度について調査　 • 鉄山港の工業団地における企業視察　 • 鉄山港湾の視察
　• 北海市内視察による経済現況調査

　北海市（中華人民共和国広西壮族自治区）は、本市と
1996年（平成8年）3月に「友好都市」の協定を締結。　
以来、教育や文化、スポーツ、医療、経済などの分野で行
政や市民による交流が進んでいる。はじめに訪れた北海市
立図書館では、蔵書約80万冊、年間利用者数が約40万
人、運営は年中無休であり、各世代の様々な要望に応えた
ものとなっており、中国全土の新聞社の新聞が毎日揃う
コーナーや幼児や子育て世代に嬉しい専用スペースなども
あり、充実したものとなっていた。
　次に訪問した北海市人民代表大会（市議会）では、謝安可人民代表会議副主任をはじめ６名の議
員の方々に歓迎いただいた。各議員と情報交換を行い、友好都市としての今後更なる関係強化を
図った。　　　　　
　鉄山港工業団地内の企業視察では造船、ガラス、製紙の３社を視察し、いずれも民間経営主体

で、市外の会社による進出であり、広西自治区と北海市か
ら支援を受け、その支援内容は、企業へのアクセス道路の
インフラ整備をはじめ、工業用地の提供、財政的な支援な
どがあり、民間資本による大規模な企業立地が急速に進ん
でいた。また、市内には、中学から高校受験に失敗した生
徒たちの受け皿として中等職業技術学校などが創設されて
おり、国としての制度にも感心させられた。

　最後に、今回の海外視察は、視察先・視察内容とも充実
したものとなり、今後、議会活動の参考になるものと確信
するに至った。

◎本紙に関する御意見・御要望はこちらまで　☞TEL 32-5984・FAX 33-4440
市役所ホームページアドレス　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/

海外行政視察報告海外行政視察報告 ◎日程　令和２年１月６日～１０日

北海市立図書館前

北海市人民代表大会（市議会）の各議員と情報交換


